






学 位 の 種 類





























学位 規則第5条 第2項 該 当
学 位 論 文 題 目
論 文審査委員
ワー クハ ウス ・ス クー ル制 度 の研 究
その イ ギ リス技 術 教 育 史上 の 意 義 につ い て
(主 査)
教授 対 村 恵 祐 教 授 岩 下 新太郎
助教授 松 井 一 磨
論 文 内 容 の 要 旨
本 論文 は 、 イ ギ 」 ス技 術 教 育 史 の研 究 にお い て 、 これ ま で究 明 され て い な か った ワー クハ ウ ス・
ス クー ル 制 度 を 、労 働 力形 成 の た め の教 育 と い う視 点 か ら考 察 し、 イギ リス 技術 教 育 史 に おけ る
そ の 意 義 を 問 お う と した もの で あ る。 ・
論 文 の 構 成 は、 次 の通 り で あ る。
序 章 研 究 の主題 と方 法
1.イ ギ リス技 術 教育 史 の 先 行研 究
2.研 究 の 主 題
3.硬 究 の 方 法
第 一 章 徒 弟制 度 と技術 教 育
技 術 教 育制 度 の プ ロ ト ・タ イプ と しての 徒弟 制 度
第 一 節 ク ラ フ ト・ギ ル ドと徒 弟 制 度
1.徒 弟 教 育 と徒 弟 制 度
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2.徒 弟 制 度 の 技 術 教 育 史 上 の 意 義
第二 節 徒 弟 制 度へ の 国家 関与
1.職 人 規 制 法 と徒 弟制 度
2.徒 弟 制 度 へ の 国家 関 与 の 意 義
第三 節 産業 の資 本 主 義 化 と徒 弟 制度 の危 機
1,生 産構 造 の 変 化 に伴 う徒 弟 制 度 の矛 盾
2.徒 弟 制 度 の 崩壊 ・再 編 成 の過 程
第 二 章 貧 民 救 済 へ の 国 家 関 与 と ワー クハ ウス ・ス クー ル制 度 の崩 芽
エ リザ ベ ス救 貧 立 法 と ワー クハ ウス ・ス ク ール制 度
第 一 節 貧 民 救 済 へ の 国 家 関 与 と救 貧制 度
1.労 働 諸立 法 と救 貧 制 度
2.都 市 に お け る救 貧 制 度
3.初 期救 貧 諸 立法 と救 貧制 度
第二 節 エ リザ ベ ス救 貧 立 法 と ワー クハ ウ ス ・ス クー ル の萌 芽
1.エ リザ ベ ス 救 貧 立法 と救 貧 制 度
.2.貧 民 児 童 の 教 化 と ワー クハ ウ ス ・ス クー ル
第 三 節 新救 貧 思 想 の 発生 と ワー ク ハ ウ ス ・ス クー ル 制 度
1.大 衆 窮 乏 と貧 民税 の増大
2.新 救 貧 思想 と ワー クハ ウ ス ・ス クー ル
3.ワ ー ク ハ ウス ・ス クール 制 度 の実 験
第三 章 ワー クハ ウ ス ・ス クー ル制 度 の確 立
第 一 節 産 業構 造 の 変 化 とそ の 教育 学 的 意 味
1.巨 視 的 分 析 に よ る原 理 的解 明
2.毛 織 物工 業 の 事 例
3.貧 民 児 童 教 育 の 思 想
第 二 節 救 貧 諸 立 法 とワー クハ ウ ス ・ス クー ル 制 度
1.ナ ッチ ブル 法 と ワー クハ ウ ス ・ス クー ル
2.ギ ルバ ー ド法 と ワー クハ ウス ・ス クー ル
3.ピ ッ トの救 貧 法 案 と ワ ー クハ ウ ス ・ スクー ル
第 三 節 ワー クハ ウ ス ・スク ー ル制 度 の 実 態
1。 ワー クハ ウ ス ・ス クール の実 態
2.ワ ー クハ ウ ス ・ス ク ール 以 外 の貧 民 教育 機 関 の 実 態
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第 四 章 ワー クハ ウス ・ス クー ル制 度 の崩 壊 と そ の再 編 成
19世 紀 前 半 ま でを 中心 に して
第 一 節 産 業 革 命 の進 展 と労 働 力 形 成 教 育 へ の 新 しい動 き
1.工 場 諸立 法 と教 育 条 項
2.教 育 立 法制 定 へ の動 き
第二 節 改正 救 貧法 とワ ー クハ ウ ス ・ス クー ル 制 度
1.産 業 革命 確 立期 に おけ る ワー クハ ウ ス ・ス クー ル 制 度 の 実態
2,改 正 救貧 法 と ワー クハ ウ ス ・ス クー ル
補 節 ワ ー クハ ウス ・ス クール 制 定 再編 成 の 論 理
結 章 ワー ク ハ ウ ス ・ス クール 制 度 の イ ギ リス技 術 教 育 史 上 の 意 義
ワー クハ ウ ス の研 究 は、 従 来 主 と して経 済 史 、 労 働 法 、 社 会 政 策 史 等 の専 門家 の 間 で 行 なわ れ
て きた が、 教 育 の立 場 か らの研 究 は 、比 較 的 乏 し く、 庶 民 教 育 、 初等 教 育 、教 育 へ の 国家 関与 な
どと の 関 連 で顧 み られ て い た に と どま る。
本論 文 の筆 者 は、 イギ リス 技術 教 育 史 の 先 行研 究 を 分 析 し、 ここ に未 開拓 の研 究 領域 が あ る と
考 え て、 研 究 に着 手 した もの で あ る。
ワー クハ ウ ス ・ス クー ル は 、 もと もと教 育 政 策 の所 産 と して成 立 した の で は な く、16世 紀 以
降 の イ ギ リス社 会 に お い て、 産 業 の資 本 主 義 化 の過 程 に生 じた 大 量 の貧 民 を 救 済 す るこ とを 直接
.の目的 と して成 立 した も の で 、救 貧 政 策 の所 産 で あ った と いえ る。 しか し、 貧民 救 済 が単 に貧 民
の生 計 を 扶助 す ると い う消 極 的側 面を もつ だけ でな く、 貧 民 の 子 弟 を 教 育 す る こ とに よ り、 貧 民
の発 生 を 防止 し、社 会 的 有 用 な生 産 過 程 に 彼 等 を 組 み 入 れ 、 産 業 社会 の 担 い手 とす る とい う積極
的 な側 面 が あ る こ と に着 目 し、 ワー クハ ウ ス ・ス クー ルを 教 育 研 究 の対 象 と す る こ と に は十 分 な
理 由 が あ る と考 え られ る 。
本 論 文 の考 察 の主 眼 は 、産 業 革 命 期 にお け る ワー クハ ウ ス ・ろ クー ル制 度 の成 立 、 確立 、崩 壊
の 過 程 にお かれ て い る が、 技 術 教 育 制 度 の プ ロ トタ イ プ と して の 徒弟 制 度 の 考察 か ら始 め 、徒 弟
制 度の 近 代 化 の過 程 に生 じた技 術 教 育 の 一 制 度 と して、 ワー クハ ウス ・ス クール 制度 を 考 察 して
い る。
第1章 は、 「徒 弟 制 度 」 の成 立 、 確 立 、 衰 退 の 過 程 を、 当 時 の 産業 構 造 の 変 化 との かか わ り に
お い て分 析 し、 「徒 弟 制 度 」 の 意 義 と限 界 を 明 らか に し、17世 紀 以 降 の 新 しい 技術 教 育 制 度 化
の必 然 性 を 提 示 しよ うとす る 。
第2章 は 、16世 紀以 降 の産 業 の 資 本 主 義 化 の 過 程 に 生 じた 「貧 民」 の教 化の 問鍾 を と り上 げ
て い る 。特 に、 一 連 の救 貧 諸 立 法 を分 析 す るこ と に よ って、 「貧民 」教 化 と しての ワー クハ ウス ・
ス クー ル制 度 が、17世 紀 の イ ギ リス救 貧 政 策上 、 萌芽 的 な 形 態 で あ らわ れ る メ カ ニ ズ ムを 明 ら
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か に す る。
第3章 は、 ワー クハ ウ ス ・ス クー ル 制 度 が、18世 紀 にお い て 「貧 民 」 つ まり 「近 代 的 賃 銀労
働 者 」 の予 備 軍 の 技 術 教 育 制 度 と して、 全 国 的 に確 立 す る こ とを 、18世 紀 の 一連 の救 貧 諸 立 法
の 分 析 と、 そ の法 制 的 実 態 の 分析 に よ っ て明 らか に しよ うとす る。
第4章 は 、18世 紀 に 確 立 した ワー クハ ウ ス ・ス クー ル 制 度 が、19世 紀 前 半 にお け る近 代 産
業社 会 の 担 い 手 養成 と して の 「学 校 制 度 」 の 萌芽 と と も に、 そ の 技 術教 育 的機 能 を 喪 失 し、 「学
校 制 度 」 に 再 編 成 さ れ る メカ ニズ ムを 考 察 す る。
結 章 に お い て、 イ ギ リス技 術 教 育 の歴 史 的 構 造 の特 徴を あ げ る 。 す な わ ち、 目的 論 的 には 、
「親方 職人 養 成 」 と して の 技 術教 育 か ら、 「貧民 教 化 」 と して の 技 術 教 育 へ 、 そ して さ らに 「近
代 産 業 社会 の担 い 手 養 成 」 と しての 技 術 教 育 へ 、又 綱 度論 的 にみ れ ば、 「徒 弟 制 度 」 か ら 「ワ ー
ク ハ ウ ス ・ス クー ル制 度 」へ 、 そ して さ ら に 「学 校 制 度 」へ の 展 開 で あ る とす る。
論 文 審 査 結 果 の 要 旨






イギ リス技術教育の歴史的構造の特徴を、従来の定説 とは異る把え方で示そうと している点は、
筆者の着想の独創性を示す ものであるが、その立証には、なお論究を要する問題が残されている
とおもわれる。すなわち、技術教育の概念をどのように規定するかに重要なかかわ りのある問題
であるからである。なお、技術教育 の歴史的検討において、技術そのものの発展に関す る素養が
十分 に要求されるであろう。
上記のよ うな問題点はみられるが、イギリス技術教育史研究の現段階にあって、筆者の研究が、
この分野の研究に寄与する点は少なくないと考え られ る。よって教育学博士の学位を授与するこ
とを適当と認める。
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